
加茂駅周辺まちなかエリアプラットフォーム 

令和６年度 第３回ワーキンググループ 次第 

 

日時：令和６年９月 25 日（水）14 時 00 分～ 

場所：加茂市役所３階 301・302 会議室 

 

（敬称略） 

０．配布資料の確認／ 事務局 

(1) 次第 

(2) 参加者名簿 

(3) 加茂市環境課説明資料 

(4) 全体会議要旨・修正対応内容 

(5) 未来ビジョン（案） 

(6) 未来ビジョン概要版（案） 

(7) 企画案のまとめ 

参考資料）第１回エリアプラットフォーム全体会 資料一式 

 

１．開会／14：00～14：05 事務局 

 

 

２．加茂市環境課より公共交通の取組について報告／14:05～14:15 加茂市 資料３参照 

 

 

３．全体会の結果及び対応報告／14:15～14:30 事務局 資料４～６参照 

 

 

４．意見交換の進め方／14:30～14:35 事務局 

 

 

５．企画案についての意見交換／ 14:35～16:00  資料７参照 

 

 

６．事務連絡／ 16:00 事務局 

 

 

７．閉会 

資料１ 

参考資料



 

氏 名 所 属 等 出 欠 グ ル ー プ 備 考

1 永 山 光 夫
加茂商工会議所 まちづくり委員会
副委員長

出席 A

2 堀 内 大 祐
加茂商工会議所 まちづくり委員会
委員

出席 B

3 涌 井 陽
加茂市商店街協同組合
（涌井金太郎商店）

出席 C

4 捧 泰 士
加茂市商店街協同組合
（AMEYAAISU）

欠席 -

5 萩 野 正 和 株式会社connel 代表取締役 出席 A

6 松 井 大 輔 新潟大学工学部工学科 准教授 出席 B 随行︓中村様

7 加 藤 は と 子 全国「道の駅」女性駅長会 会長 欠席 -

8 高 澤 浩 第四北越銀行 加茂支店 支店長 出席 C

9 水 谷 景 子 第四北越銀行 加茂支店 主任 出席 C

10 山 口 翼 第四北越銀行 加茂支店 主任 欠席 -

11 小 林 裕 加茂信用金庫 本店営業部 部長 出席 B 15:40頃
早退

12 夏 目 一 寿 加茂信用金庫 総合企画部 課長 出席 B

13 小 林 一 隆
NST新潟総合テレビ 情報制作本部
デジタルマーケティング部 部長

出席 A

14 齋 藤 祐 樹 加茂市 政策推進課 課長 欠席 - 代理︓有本
（事務局）

15 中 浜 孝 昭
新潟県三条地域振興局 地域整備部
計画専門員（総括）

出席 A

16 西 村 太 佑 加茂青年会議所 理事長 出席 C

17 落 合 純 新潟経営大学 地域活性化研究所 所長 出席 A

18 青 山 准
NTT東日本 新潟支店
地域基盤ビジネス課長

出席 C

19 永 井 麻 美
NTT東日本 新潟支店
まちづくりコーディネート担当チーフ

出席 C

20 宗 村 真 斗 JR東日本 新潟支社 企画総務部
経営戦略ユニット(地域交通・計画調整) 主任 欠席 -

21 本 間 達 朗 JR東日本 新潟支社 企画総務部
経営戦略ユニット(地域交通・計画調整) 主務 欠席 -

22 本 保 輝 紀 Reterras合同会社 代表 欠席 -

23 横 山 聡 加茂市スポーツ振興課
スポーツまちづくり推進ディレクター

欠席 -

24 阿 部 駿 加茂市観光協会 事務局長 出席 C

25 鈴 木 智 也 加茂市観光協会 事務局 欠席 -

26 鈴 木 宏 和 加茂市商工観光課観光係 係長 出席 B

27 小 野 慎 太 郎 加茂市建設課都市計画係 課長補佐 出席 A

28 和 田 丈 裕 加茂市建設課都市計画係 主査 欠席 -

近 藤 真 史 事務局（加茂市政策推進課政策推進係長） 出席 フリー

有 本 隆 輔 事務局（加茂市政策推進課主事） 出席 B

花 田 浩 一 事務局（㈱オリエンタルコンサルタンツ） 出席 C

塚 越 さ と 実 事務局（㈱オリエンタルコンサルタンツ） 出席 B

第3回加茂駅周辺まちなかエリアプラットフォーム
ワーキンググループ参加者名簿

（順不同・敬称略）

（オブザーバー）

（事務局）

【2024.9.25 12︓00確定】
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地
域

の
多

様
な

関
係

者
の

「共
創

」に
よ

り地
域

交
通

の
維

持
・活

性
化

に
取

り組
む

実
証

プ
ロ

ジ
ェク

ト
等

を
支

援
しま

す
︕

「
共

創
・
M
a
a
S
実

証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
令
和

６
年

度
）
に
つ
い
て

【補
助

対
象

事
業

者
】

交
通

事
業

者
等

を
含

む
複
数
の
共
創
主
体
で
構
成
され

る
協
議
会
や
連
携
ス
キ
ー
ム
等

（
「共

創
プ

ラ
ット

フォ
ー

ム
」）

【補
助

対
象

経
費

】
・事
業
実
施
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ収

集
・分
析
、協

議
会
開
催
に
要
す
る
経
費
等

・事
業
実
施
に
あ
た
り必

要
とな
る
シ
ス
テ
ム
構
築
、車

両
購
入
・改
造
に
要
す
る
経
費

・実
証
事
業
に
要
す
る
経
費

交
通

を
地

域
の

くら
しと

一
体

とし
て

捉
え

、地
域

の
多

様
な

関
係

者
の

「共
創

」(
連

携
・協

働
)※

に
よ

りそ
の

維
持

・活
性

化
に

取
り組

む
実

証
事

業

地
域

公
共

交
通

の
リ・

デ
ザ

イ
ン

を
推

進
す

る
た

め
、モ

ビ
リテ

ィ人
材
（
交
通
に
関
す
る
知
見
・デ
ー
タ活

用
の
ノウ
ハ
ウ
・コ
ー
デ
ィネ
ー
トの
ス
キ
ル
等
を
有
す
る
人
材
）

の
育

成
に

関
す

る
仕

組
み

の
構

築
や

運
営

を
行

う事
業

令
和

６
年

２
月

27
日

〜
４

月
５

日
16
:0
0

※
４
月
下
旬
以
降
、２

次
公
募
を
予
定

募
集

期
間

（
１

次
公

募
）

問
合

せ
先

事
務

局
（

パ
シ

フィ
ック

コン
サ

ル
タ

ン
ツ

株
式

会
社

）
各

地
方

運
輸

局
交

通
政

策
部

交
通

企
画

課
等

【補
助

対
象

事
業

者
】
地
域
に
お
け
る
交
通
や
ま
ち
づ
くり
に
取
り組

む
人
材
の
育
成
を
行
う、

都
道

府
県

・市
町

村
・交

通
関

係
団

体
・ま

ち
づ

くり
団

体
等

の
民

間
事

業
者

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

等
【補

助
対

象
経

費
】

地
域
交
通
分
野
に
お
け
る
モ
ビリ
テ
ィ人

材
の
育
成
に
関
す
る
取
組
実
施
経
費

【補
助

率
・上

限
額

】
定
額
（
上
限
３
千
万
円
）

※
「官
民
共
創
」、
「交
通
事
業
者
間
共
創
」、

「他
分
野
共
創
(交
通
と他

分
野
の
垣
根
を
越
え
た
連
携
)」

応
募

方
法
の
詳
細
・問

合
せ

先
は

特
設

ウ
ェブ

サ
イ

ト
へ
︕

採
択
審
査
の
ポ
イン
ト等

は
「公

募
要

領
」を
ご
確
認
くだ
さい
。

【U
RL
】
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
lit
.g
o.
jp
/s
og
os
ei
sa
ku
/t
ra
ns
po
rt
/k
yo
us
ou
/

地
域

交
通

共
創

検
索

１
.共

創
モ

デ
ル

実
証

運
行

事
業

２
.モ

ビリ
テ

ィ人
材

育
成

事
業

※
運
行
（
次
年
度
に
運
行
す
る
場
合
や
既
存
運
行
を
活
用
す
る
場
合
を
含
む
）
を
伴
う実

証
事
業
が
対
象
とな
りま
す
。

運
行
の
交
通
モ
ー
ド（

鉄
道
・路
線
バ
ス
・デ
マ
ン
ド交

通
・自
家
用
有
償
旅
客
運
送
・タ
クシ
ー
・航
路
な
ど）

は
問
い
ま
せ
ん
。

C 
大

都
市

な
ど

【東
京
23
区
・三
大
都
市
圏
の
政
令
指
定
都
市
】

B 
地

方
中

心
都

市
な

ど
【人
口
10
万
人
以
上
の
自
治
体
】

A 
中

小
都

市
、過

疎
地

な
ど

【人
口
10
万
人
未
満
の
自
治
体
】

補
助
率

１
／

２
補
助
率

２
／

３
50
0万

円
以
下
は

定
額

50
0万

円
超
部
分
は

２
／

３

医
療

・介
護

・福
祉

×
交

通
こど

も
・子

育
て

×
交

通
教

育
・ス

ポ
ー

ツ
・文

化
×

交
通

商
業

・農
業

×
交

通
宅

配
・物

流
×

交
通

エ
ネ

ル
ギ

ー
・環

境
×

交
通

地
域

・移
住

×
交

通
金

融
・保

険
×

交
通

観
光

・ま
ち

づ
くり

×
交

通

＜
補

助
率

＞
地

域
の

類
型

に
応

じて
、メ

リハ
リを

つ
け

た
支

援
を

展
開

し
ま

す
︕

（
補

助
上

限
額

︓
１

億
円

）

※
「日
本
版
M
aa
S推

進
・支
援
事
業
」に
つ
い
て
は
、令

和
６
年
４
月
以
降
に
別
途
公
募
しま
す
。

上
記
１
及
び
２
の
応
募
に
あ
た
って
は
、

実
施
地
域
の
自
治
体
等
か
ら推

薦
を
得
て

い
る
こと
を
要
件
とし
ま
す
。





◆
主

な
内

容

■
わ

く
わ

く
！

か
も

し
魅

力
化

通
信

■
秋

の
全

国
交

通
安

全
運

動

■
医

療
機

関
の

適
切

な
受

診
の

お
願

い

■
水

道
水

の
水

質
検

査
結

果

■
ニ

ュ
ー

ス
ト

ピ
ッ

ク
ス

■
お

知
ら

せ

■
県

立
加

茂
病

院
コ

ラ
ム

 加
茂

養
生

訓
6

■
暮

ら
し

の
カ

レ
ン

ダ
ー

②
③

④ ⑤ ⑥ ⑦
⑧

⑨
⑯

⑱ ⑲

20
249 N

O
.8
19

第
3

回
目

は
公

共
交

通
の

実
証

実
験

に
つ

い
て

紹
介

し
ま

す
。

わ
く

わ
く

！

か
も

し
魅

力
化

通
信

か
も

ん
バ

ス
・

か
も

ん
タ

ク
シ

ー
で

、
親

子
の

笑
顔

が
も

っ
と

広
が

る
！

8
月

2
8

日
　

乳
幼

児
あ

そ
び

の
広

場
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秋

の

全

国

交

通

安

全

運

動

秋の道　 ゆと り と マナーで　 事故ゼロへ

秋の全国交通安全運動　 9 月 21 日（ 土） ～ 30 日（ 月）

交通事故死ゼロ を 目指す日　 9 月 30 日（ 月）

◆反射材用品等の着用推進や安全な 横断方法の実践等

によ る 歩行者の交通事故防止

◆横断歩行者の安全確保～渡る よ サイ ン の活用～（ 新

潟県重点）

・ 横断歩行者の保護は、 ド ラ イ バーの義務です！

　 路面に標示さ れた「 ダ イ ヤマーク 」 はその先に横断

歩道がある こ と を 意味し ま す。 横断者がいる 時は必ず

横断歩道の直前で一時停止し まし ょ う 。

・ 歩行者も 安全確認、 横断時は「 渡る よ サイ ン 」 の活

用！

　 道路を 横断する と き は、 手を 上げる な ど 歩行者がド

ラ イ バーに横断意思を 伝え る 動作の総称で す。 横断前

だ けで な く 、 横断中も 車の接近がな いか確認し ま し ょ

う 。

　 止ま っ て ！横断歩道キャ ン ペ ー ン は通年運動で すが、 9 月21日

（ 土） ～30日(月)は取組重点期間です。 横断歩行者事故は、 昨年に比

べ、 発生件数、 負傷者数は減少し ていま すが、 死者数は増加し て い

ま す。 こ ど も や高齢者へ保護意識を 持っ た、 思いやり のある 運転を

お願いし ます。

重点①

◆自転車・ 特定小型原動機付自転車利用時のヘルメ ッ ト 着用と 交通ルールの遵守

・ 自転車ヘルメ ッ ト 着用と 安全確保

　 自転車事故によ る 死者の約５ 割は頭部に重大な傷害を 負っ ており 、 ヘルメ

ッ ト の着用は万が一の事故の際、 頭部への衝撃を 軽減し 、 命を 守る こ と につ

ながり ま す。 ヘルメ ッ ト は安全性を 示すマーク （ JIS、 SG 、 CEマーク など ）

のついたヘルメ ッ ト を 着用し 、 自転車を 安全に利用し まし ょ う 。

・ 特定小型原動機付自転車について

　 特定小型原動機付自転車を 利用する 際は、 ヘルメ ッ ト を 着用し 、 車道の左側端を 通行する など 交

通ルールを 守り まし ょ う 。

重点③

◆夕暮れ時以降の早めのラ イ ト 点灯や

ハイ ビ ームの活用促進と 飲酒運転等の

根絶

・ 早めに前照灯を 点灯し 、 ハイ ビ ーム

を 活用し まし ょ う

　 自分の車の存在を 周囲の車や歩行者

に知ら せる ためにも 有効な ため、 暗く

なっ たと 感じ る 前に意識的に点灯し ま

し ょ う 。

・ 飲酒運転は絶対に し な い 、 さ せな

い、 許さ ない

　 飲酒運転は悪質で 危険な 犯罪です。

家族、 友人、 会社、 飲食店など 皆で 協

力し 、 飲酒運転を 根絶し まし ょ う 。

重点②

問い合わせ　 環境課公害交通係（ ☎内線252）

止まっ て！横断歩道キャ ンペーン
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未
来

ビ
ジ
ョ

ン
（
素
案

）
に
対

す
る
全
体

会
議
で
の

意
見
等

と
対
応

資
料
４

番 号
意

見
等

対
応

該
当

ペ
ー

ジ

1
【

高
澤
委

員
】

テ
ー
マ

カ
ラ
ー

な
ど
、

色
は

統
一
な

考
え
方

で
用

い
た
方

が
よ

い
。

•
表

紙
の
椿

色
、

ま
ち
（

商
店
街

）
の
赤

色
、

み
ず
（

加
茂
川

）
の
水

色
、

み
ど
り

（
加

茂
山

）
の

緑
色
を

テ
ー
マ

カ
ラ
ー

と
し

た
。

•
視

覚
的
に

強
調

す
べ
き

箇
所
は

、
テ
ー

マ
カ

ラ
ー
の

４
色
を

基
調
と

し
、

そ
れ
以

外
は

原
則
と

し
て

グ
レ
ー

ジ
ュ
色

（
グ
レ

ー
と

ベ
ー
ジ

ュ
の
混

合
色
）

と
し

た
。

全
体

2
―

•
全

体
的
な

見
直

し
作
業

を
行
う

な
か
で

、
「

ま
ち
の

姿
（
未

来
ビ
ジ

ョ
ン

）
の
発

展
イ

メ
ー
ジ

」
の

図
を
追

加
。

５

3
【

木
戸
委

員
】

資
料
に

掲
載
さ

れ
て
い

る
写

真
は
、

既
に
公

開
さ

れ
て
い

る
も

の
な
の

か
。

•
市

の
広
報

等
で

使
用
し

た
写
真

が
中
心

で
、

そ
れ
以

外
は
出

典
元
の

了
解

を
確
認

（
「

暫
定

」
は

確
認
中

）
。
顔

が
映
っ

て
い

る
写
真

は
「
ぼ

か
し
」

処
理

を
実
施

。
７

～
９

4
【

杉
浦
委

員
】

加
茂
川

の
利
用

者
に
つ

い
て

、
最
も

主
張
し

た
い

こ
と
は

何
か

。
•

利
用

者
の

年
代

の
違
い

に
着
目

し
、
平

日
・

休
日
と

も
に
2
0
・

3
0代

の
滞

在
者
が

少
な

い
状
況

で
あ

る
旨
に

記
載
を

修
正
（

記
載

内
容
を

絞
り
込

み
）
。

1
2

5
【

杉
浦
委

員
】

課
題
の

と
こ
ろ

：
若
者

の
興

味
・
関

心
が
薄

い
こ

と
が
問

題
で

は
な
く

、
若
者

の
興
味

・
関

心
を
惹

く
ま
ち

に
な

っ
て
い

な
い

こ
と
が

問
題
で

あ
る
と

思
う

。

•
「

若
者
の

興
味

・
関
心

を
惹
く

ま
ち
と

な
っ

て
い
な

い
」
に

修
正
。

1
4

6
―

•
全

体
的
な

見
直

し
作
業

を
行
う

な
か
で

、
ま

ち
（
商

店
街
）

、
み
ず

（
加

茂
川
）

、
み

ど
り
（

加
茂

山
）
の

断
面
イ

メ
ー
ジ

を
整

え
。

1
5
・

1
6

7
【

古
谷
委

員
】

小
さ
な

子
供
が

い
る
フ

ァ
ミ

リ
ー
の

過
ご
し

方
、

シ
ニ

ア
夫

婦
の

過
ご
し

方
、
若

者
の
過

ご
し

方
な
ど

の
イ
メ

ー
ジ

が
あ
る

と
、

よ
り
伝

わ
り
や

す
い
と

感
じ

た
。

•
ま

ち
（
商

店
街

）
、
み

ず
（
加

茂
川
）

、
み

ど
り
（

加
茂
山

）
の
イ

メ
ー

ジ
ス
ケ

ッ
チ

に
つ
い

て
、

ま
ち
は

「
若
者

」
、
み

ず
は

「
フ
ァ

ミ
リ
ー

」
、
み

ど
り

は
「
シ

ニ
ア

」
に
焦

点
を

当
て
た

絵
に
修

正
。

1
9
～

2
1

8
【

松
井
委

員
】

「
み
ど

り
（
加

茂
山
）

」
の

イ
メ
ー

ジ
ス
ケ

ッ
チ

で
は
、

カ
フ

ェ
以
外

の
要
素

を
追
加

で
き

な
い
か

。
•

具
体

的
な

取
組

み
に
記

載
さ
れ

て
い
る

「
案

内
サ
イ

ン
」
や

「
生
物

の
多

様
性
（

生
き

物
）
」

の
要

素
を
追

加
。

2
1

9
【

松
井
委

員
】

今
の
イ

ラ
ス
ト

は
、
時

系
列

的
な
移

動
の
つ

な
が

り
の
イ

メ
ー

ジ
に
留

ま
っ
て

い
る
印

象
を

受
け
る

。
•

行
為

や
活

動
を

生
み
出

す
契
機

と
な
る

「
つ

な
が
り

」
（
オ

レ
ン
ジ

の
円

）
の
イ

ラ
ス

ト
と
、

そ
こ

か
ら
生

ま
れ
る

行
為
・

活
動

を
分
け

て
（
吹

き
出
し

的
表

現
）
描

き
直

し
た
。

2
2

1
0

【
西

村
委

員
】

推
進
体

制
の
図

：
名
前

を
連

ね
る
方

々
が
ビ

ジ
ョ

ン
を

実
現

し
て
く

れ
る
も

の
と
誤

解
す

る
可
能

性
。
プ

レ
イ

ヤ
ー
と

な
る

市
民
が

強
調
さ

れ
る
と

良
い

と
思
う

。

•
イ

ラ
ス
ト

等
を

加
え
る

ほ
か
、

エ
リ
プ

ラ
が

市
民
・

企
業
・

団
体
等

の
「

活
動
を

サ
ポ

ー
ト
」

す
る

こ
と
を

強
調
し

た
イ
メ

ー
ジ

図
に
修

正
。

3
2

1
1

―
•

参
考

資
料

の
暫

定
ペ
ー

ジ
に
つ

い
て
、

予
定

し
て
い

る
コ
ン

テ
ン
ツ

を
記

載
。

3
8

※
上
表

の
番

号
の

う
ち
１

、
７
、

８
、
1
0
は
概
要

版
に

も
反
映














































